
（様式１）
令和　　年　　月　　日
質　　　問　　　書
	質問項目
	質　問　内　容

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	商号又は名称
	

	部署及び担当者名
	

	連絡先（TEL/FAX）
	


「令和２年度ふるさと納税返礼品発送等業務」について、次の項目を質問いたします。

注）記入欄が不足する場合は複写して作成してください。

（様式２）
　令和　　年　　月　　日
参加意思表明書
　　弘前市長　　　　　　　殿
所在地
商号又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　業務名　　令和２年度ふるさと納税返礼品発送等業務
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
上記業務に係るプロポーザルに参加します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（様式３）
会     社     概     要
	会　　社　　名
	

	本　社　所　在　地
	

	TEL・FAX
	

	委任先
（支社・支店・
営業所・出張所等）
	名　称
	

	
	所 在 地
	

	
	TEL・FAX
	

	会社設立年月日
	

	資　　本　　金
	

	事　業　所　数
	

	株式上場の有無
	有り（　　　　　部上場）・なし

	社　　員　　数
	技　　術　　系
	　　　名

	
	事　　務　　系
	　　　名

	
	合　　　　　計
	　　　名

	その他
	


注）令和２年７月１日時点で記入してください。
（様式４）
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　

業 務 実 績 調 書

（同種又は類似業務の実績を記入してください。）
【他自治体との実績】
	平成３０年３月末現在の契約自治体数
	自治体

	平成３１年３月末現在の契約自治体数
	自治体

	令和２年３月末現在の契約自治体数
	自治体


＜受注者が行った取組により寄附額を伸ばした主な成功例＞

	自治体名（※注１）
	実施年度
	実施内容

	
	
	

	
	
	


【自治体以外との類似業務の実績】
	平成３０年３月末現在の契約団体数
	団体

	平成３１年３月末現在の契約団体数
	団体

	令和２年３月末現在の契約団体数
	団体


＜類似業務の主な概要＞

	団体名（※注１）
	実施年度
	実施内容

	
	
	

	
	
	


注1） 公表できない場合は、自治体名及び団体名を伏せていただいて結構です。
注2） 表は必要に応じて加工して記入してください。
（様式５）
令和　　年　　月　　日

弘前市長　　　　　　　殿

所在地
商号又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者職氏名　　　　　　　　　　　　　㊞
業務実施体制回答書及び企画提案書提出届
　　

　　

　　　　　　　業務名　　令和２年度ふるさと納税返礼品発送等業務
本業務について別添のとおり、業務実施体制各種調書及び企画提案書を提出します。
（様式６）
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　

業　務　責　任　者　調　書

	分　　　類
	所属・役職
	予定責任者氏名
	業務従事者数

	統括責任者
	
	
	

	寄附者情報の管理
業務責任者
	
	
	

	関係書類等の発送
業務責任者
	
	
	

	返礼品発注及び発送
管理業務責任者
	
	
	

	返礼品の企画及び事業者
との調整業務責任者
	
	
	

	プロモーション
業務責任者
	
	
	

	問い合わせ及び苦情等
業務責任者
	
	
	

	その他
業務担当者
	
	
	

	
	
	
	


注１）氏名にはふりがなをつけてください。

注２）所属・役職については、提案者の提出者以外の企業等に所属する場合は、企業名等も記述して
ください。

注３）表は必要に応じて加工して記入してください。（任意様式での提出も可とする）
（様式７）
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　

ポータルサイト追加提案書
	追加提案する
ポータルサイト名
	優先順位
	管理システムへの

自動取込の可否
	追加提案する理由及び
ポータルサイト連携実績

	ふるさとチョイス
（※注１）
	－
	
	－

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


注１）「ふるさとチョイス」については、当市で契約済みであるため、管理システムへの自動取込の可
否のみ記入してください。
注２）行は必要に応じて追加して記入してください。
（様式８）
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　

再　委　託　調　書
	分担業務の内容
	再委託先又は協力先
	理由（企業の技術的特徴）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


注）他の企業等に当該業務の一部について再委託を実施する場合にのみ記入すること。ただし、
業務の主たる部分を再委託してはならない。
（様式９）
工　程　表

業務名：令和２年度ふるさと納税返礼品発送等業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
商号又は名称　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期　間　　自　契約締結日の翌日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　至　令和３年５月３１日
	工　　程
	8月
	9月
	10月
	11月
	12月
	1月
	2月
	3月
	4月
	5月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注1） 工程は、契約締結日の翌日から令和３年５月３１日までの期間について記入してください。
注2） 寄附金受領証明書等及び返礼品の発送については、原則として寄附日より１ヶ月以内に発送すること。なお、３月中に寄附を受けた分の発送については、寄附日より１ヶ月以内かつ４月末までに発送を終えること。　　
注3） 委託料の清算処理については、５月末までに終えること。
注4） 用紙サイズA4判又はA3判ヨコ（この場合、A4折り）を使用してください。
注5） 表は加工（工程の数と月割数を増す）して記入し、文字は見やすいサイズを使用してください。
注6） 工程はなるべく詳細に区分してください。　　
注7） 必要に応じて１ヶ月を分割で表示してください。　　　　　
（様式１０）
見　積　書
令和　　　年　　　月　　　日
弘前市長　殿

住　　　　所

商号又は名称
代表者氏名　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　令和2年度ふるさと納税返礼品発送等業務について、以下のとおり見積りします。

	見積額
（税込み）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


　　　　　　　※　金額は、算用数字で記入し、頭部に￥をつけること。
【積算条件】
1 寄附件数を２５，７６０件、寄附額を２５７，６００，０００円（１件あたりの寄附額を１０，０００円）と想定。
2 返礼品の必要個数を２５，７６０個、１個あたりの価格を２，８００円（税込み）と想定。
3 返礼品の宅配口数を１６，９９２個口、１個口あたりの送料を８０サイズ、５ｋg以内、常温配達で関西圏まで配達と想定。
4 郵便料を委託費として積算額に計上する場合は、証明書等の発送にかかる費用 ９４円（定形郵便５０ｇ以内）を１６，９９２件、市の特典に関する書類等発送にかかる費用
 １２０円（定形外郵便５０ｇ以内）を３，２００件として想定。

【注意事項】
・本見積書にて提示された金額は、見積比較においてのみ使用し契約では使用しない。

・上記見積額が見積限度額を超過した場合は失格とする。
（様式１１）
見積内訳書
令和　　　年　　　月　　　日

弘前市長　殿

住　　　　所

商号又は名称
代表者氏名　　　　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
	項目
	委託費見積書（円）
（税込み）
	参考費用（円）
（税込み）
	備考

	返礼品購入費用
	
	－
	2,800円/件×25,760件

	返礼品宅配料
	
	－
	円/件×16,992件
※1個口あたりを80サイズ、5kg以内、常温配達で関西圏までと想定

	証明書等郵便料
	
	－
	定形94円/通×16,992通
※委託料として見込む場合

	特典郵便料
	
	－
	定形外120円/通×3,200通
※委託料として見込む場合

	事務費
　※含まれる業務を以下に記入
　（　　　　　　　　　　　　）
　（　　　　　　　　　　　　）
　（　　　　　　　　　　　　）
　（　　　　　　　　　　　　）

　（　　　　　　　　　　　　）
	
	－
	※寄附額の○％と算出する場合は備考欄に率を記載すること。

	その他委託費計上経費
※含まれる業務を以下に記入（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　）

（　　　　　　　　　　　　　）
（　　　　　　　　　　　　　）

例：クレジット決済手数料　等
	－
	
	

	合計
	
	
	


※必要に応じて行を追加し、具体的な項目及び内訳を記載すること。
※各項目の単価等、積算根拠となるものを備考欄に記載すること。
※見積内訳については任意の様式を使用しても差し支えない。ただし、上記の項目に係る費用の内訳が記載されているものを使用すること。
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